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( 1 )

ァ 5 式 = - 8 - 3

= - "
m

ィ 式=⑪
品7

ウよ 式 =

7 ( 2 x ty ) - 3 (x + 5 Y )

21

=

14 x t
7y - x - 15 Y3

21

一式=☆☆ *紫景
= 5√5
w

= 祭 = 2√5

( 2)a - 25
b
= ( a + 5 b )(a - 5 b )

A = 41
, b = 8 を 代入 して

( a t 5 b )( a - 5 b ) = ( 41 t 5 × 8 )( 41 - 5 × 8 )
= 41 + 40 )L × ( 41 - 40 )

= 81 x 1

=烈



( 3 ) xt 17 x = 2 x + 24

⇒ x + 5x - 24 = 0

( x + 8 )(x - 3 ) = 0

∴ x = . 8
.

3
mm

2
.

点 A を 中心 とした 円
( 1 ) ⑦

,
⑩ を 中心

とした 円

山 !
⑦

⑦

X←⑦
,

②を 中心 とした 円*i
点 O を 中心 とした 円

(2 ) 逆 : 仮定 と 結論 を 入 れ替 える
。

a も b も 正 の 数 ならば
～

atb は 正 の 数である

仮定
～～

結論
の 逆 は
atb は 正 の 数 ならば

,

a も b も 正 の 数 である
m.

反例 : a = -
1
, b = 5 α とき a tb = 4 で 正 の数

であるが
,
A は 負 の 数 である 。



( 3 ) 樹形国 は 以下 の 通 り

II I の倍数 工 丘 I の 倍数

6 邰 6 *X

邰 Xう
0
鮮X 邰

II I の 倍数 I 丘 I の 倍数

6 X 6 X

邰 X夜 X

×X X

X 邰

カ ー ドの 取 り 出 し 方 は 全部 で 20通り
。 そのうち

~～

丘 のカ ー ドが 工 の 倍数 となるのは 7 通 り
～

よって 求 める 確率 は

造



3
.

( ) 表 しのデ ー タを 小 さい 順 に 並 べると
下位 デ ー タ 上位 デ ー タ

7
,

10
,

12 , 16 , 23 ,25 . 26 ,29 ,32 ,34?
R 第 3

四分二ハ

中央値 =23 = 24

ー第 1 四分位数

⑤ は 中 央値 なので凹

また 、
四分位範囲 = 第 3 四分位数 - 第 1 四分位数

より

四分位範囲 = 29 - 12
=凸

(2 ) 生徒 K が 加 わることでデ ー タの 個数 は

11 個 となる 。 最小値 第 1 四分位範囲 は

変化 がなく 中 央値 が 24 → 25 と 変化 し

ているため
,
A は 25 m 以上 である

。

また 、
第 3 四分位数 が 29 → 32 と 変化 して

おり
、
最 大値 は 変化 がないため ,

a の

というる 範囲 は 32 以上 34 以 下 である
。

a は 整数 なので 求 める 値 は 32
.

33
.

34
～

7
,

10
,
12 16

,

23
,

25
,

26
,
29

,

32
,

a
,

34の &ハ

中央値? 第 1 四分位数 第 3 四分位数
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鉛筆 の 本数 を x本 , ボー ルペンの 本数Y 本 とする

鉛筆 はボ ー ルペンの 2 倍 の 本数 を 集 めることが
できたので

x = 2 y ー ①

また 。
鉛筆 は 団体 S に 80 % 送 ったので , 団体 T

へは 20 % 送 ったことになる 。
よって

団体 S : 0
.

8 x

団体 T : O
.
2 x

一方
ボ

ー ルペンは 団体T のみに 送 るが . 4 % は

イ 仁 クがでなかったので 残 り96% を 送 ったことに

なるよて

団体 「 : 0
.
96 y

団体 「 へ 送
た
鉛筆とボ ー ルペンの 本数 の 合計

は 、 団体 S へ
送
った鉛筆 の本数 より 18 本少 なかた

ので

0
.

2 xt 0
.
96 y = 0

.

8 x - 18
⇒ - 0

.
6 x t 0

.
96 y = - 18

⇒巛 x - y I ②51508

の
①

. ② を連立 させるとと
x = 2 y ー の①

{ 5 x - 8 y = 150 ー ②
のを ② に 代入 して

5 × 2 y - 8 y = 150



2 Y = 150 ⇒ y = 175

Y = 75 を ① に 代入 して

x= 2 × 175

=150

よって 鉛筆 150 本
。
ボ ー ルペ = 75～
L

5
.

い )

ア : 円 柱 イ : 四角 すウ : 円 すの⑨

ェ : 球 オ : 三角 すい

(2 ) BE = 3 人 ×π

2
× 3600

= o π m
～

( 3 ) 難問
方針 7

L OD F において
,
OF は

円 ① の 半径 なので
彡

O F = 3 cm

⇒ 点 D から OF に 垂線 を

ィ 下 ろした 足 を

H CL , DH の

長 さを 求 める
7
H



〈 解答 7

\

申 LE

ィ

ィ 靄
F

点 D は AB の 中 点 なので 点 D から 底面 に 引 いた

垂線 と 底面 との 交点 E は OB の 中点 である
。

したがて OE =③ cm

また, O F は
月 σ の 半径 なので OF = 3 cm

OOEF において ,
三平方 の 定理 より

EF=√?
*

段
=ュ3B

よって

OE : OF : EF = ② : 3 :警
= 3 : 6 : 3 √3
=I : 2 : 3
nn



したがって OOEF は 1 に 2 : √ 3 の 直角 三角形
なので

,

∠ EOF = 600

EP.0
1600

/ 点 E から OF に 垂線 を 下 ろした

へ
3」3 点 を H とする 。ー

ー

H 4

L EOH は 、

L OEH = 30. LEOH = 600

F L EHO = 90 より

( : 2 : B の 直角 三 角形 である 。よて
、

OH . OE : EH = 1 : 2 : 3

⇒ 0 E : E H = 2 : 3

苓
: 2E = 隻 ⇒ EH=≈

ここで

OF I EH

ィ であり ,
E H は 面 DHE に

. 含 まれる 。

93
⇒ 0 F I 面 DHE

. DH は 面 DHE に 含 まれる
… 皇√ ⇒ OF I DH

よって , 点 E から OF に 垂線 を 下 ろした 足 H は

点 D から O F に 垂線 を 下 ろした 足 と 一致する



: こで
,
LDEB において

,

三平方 の 定理 より

DE =√3-

警

s O DHE で 三平方 の 定理 より

DH = N⑪)に
H1 =√凸16

=√= 降
以上 より O ODF の 面積 は

亡 × 3 × 降 =禁
6

.

( ) 点 C は ( 4 .

- 4 ) なので
,

Y = bx に 代入するとと

- 4 = b × 42

- 4 = 16 b⇒



(2 )

で壁
a の 値 が 大 きくなると

Y =x
2

グラフの 開 き 方 は 小 さくなる
。

よって 正 い…

イ
;

y a^
K a の 値 を 小 さくすると

,
グラフの

開 き 具合 は 大 きくなる 。

したがて ,
A

,
B の Y 座標

の 差 は 小 さくなる

よって 誤 りし
点 E は a の 値 によらず

OOEB の 面積 は
底辺 を OE とすると

高 さは B の x 座標

また
,
B の x座標 も A の

値 によらず 2 なので

A が 変化 しても
,
0 OEB の

面積 は 変 わらない
∞E

よって 誤 り



a の 値 を 小 さくすると
、

グラフの 開 き具合 は

い

入沿
い

小 さくなる
。

大 きくなる
。

よって
,

OB の 傾 きは

∞E

Y オ
ーの値が大きい

CF の 長 さは 長 くなる
。蘯

a の 値 を 大きくすると

よって 誤 り

C ( 4
,

-4 )

E



( 3 )

( 4
,
16 a )

@

(-3 , 9 a

プ

昌 4 a)
1

(- 4 ,-4 )

( 4 ,- 4 )
⑤

点 A : x = - 3 で Y = ax
2
上 にあるので Y = 9 a

: . A( -3 , 9a )

点 B . x = 2 で Y = ax 上 にあるので Y = 4 a

: .B ( 2
,

4 a )

点 C : 問題文 より ( 4 .- 4 )

点 D : ② のグラフは Y 軸対称 なので D (- 4 .

- 4 )

点 F : x = 4 で Y = ax 上 にあるので Y = 16a

: . F (
,
16 a )



直線 AB の 式 を Y = mxt n とおく 。 1 次関数 では、

傾 き = 変化 の 割合 なので

m =

はの [ 増加量
x の 増加量

=

4 a - 9 a =2 - ( -3 )

= - a

よって
,
Y = - ax tn で , B ( 2

, 4 a )を 通 るので

4 a = - 2atn ⇒ n = 6 a

よって 直線 AB の 式 は
, y = - ax + 6 a

点 G は y = - ax t 6 a のグラっ 上 にあり x =
1

なので
'

y = - at 6 a

= 5 a : , GC 1 , 5
a)

m ～
ー

同様 に 直線 DF の 式 を y = px + f とお

p =

Y の 増 加量
x の増加量

=?



よって x+ f で , D ( -4 ,- 4 ) を 通 るので

- 4 =× ( - 4 ) + f

- 4 = - 2 ( 4 a t 1 ) + q

q = - 4 + 2 ( 4 at 1 )
λ
- 4 + 8a + 2

= 8 a - 2
= 8 a - 2

よって , 直線 DF の 式 は yx + 8 a - 2
.

点 G は x+ 8 a - 2 α グラフェにあり

x= 1 なので

y =+ 8 a- 2

經: GC 1)～
～

ー②

①
,

. ② はともに 点 G の座標を 表 している 。 よって

Y 座標 は 等 しいので

5 a= ⇒ 10 a = 20 a - 3

∴ - toa = - 3 ⇒ a



.

( い )

OBCG と LECF に

ー
0 ゝ おいて

X

X

ADNEF より 同位角
)

\
が等 しいので

:

LCEF = LCAD-
①

1 Y粘 DC に 対 する 月周角 は

⑦
い 等 しいので

LCAD = LCBG -
②

①
,
② より

LCBG = LCEF ー ③

BE に 対 する 円周角 は 等 し … ので
∠ BAC = LBDC ー④～
～

OBAC は BA = BC の =等辺三角形 なので
一

底角 が等 しから
∠ BAC = LBCA -
⑤

OGDC は GD = GC α=等辺三角形 なので
、

底角 が 等 しいから
∠ GDC = LGCD ～ ⑥
～

④
.

⑤
.

⑥ より

∠ BCA =∠ GCDー
凸 ～



∠ BCG =∠ BCA - ∠ GCE - ⑧
ECF = GCD- CGCE -⑨≈
⑧

.

⑨ より

∠ BCG = LE CF 一 ⑩

④
.
⑩ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

OBCG ∞ OECF (証明終わり )

(2 )

GC = GD なので

GD = 4 cm

よてー BG = BD -GD
6 } = 6 - 4

= 2 cm√←ー楽
～～

(い ) より O BCG ∞ OECF

なので 、 対応 する 辺 の 比

は 等 しいから

BG : EF = CG : CI
π

～

2 2

⇒ 4 E F = 4 : . EF = 1

cmmm～

ここで LDEF = × とお
～



AD / EF より 錯角 が
X

X
X 等 しので

X

LDEF = LEDA

: LEDA = X
～

AB に 対 する 円周角 はY
等 しいので

∠ BDA = LBCA

: ∠ BCA =XN

OABC は BA = BC の = 等辺 ≡ 角形 なので

底角 が 等 しから
∠ BCA = LBAC

: CBAC =×
m

BE に 対 する 円周角 は 等 しので
LBAC = LBDC

: ∠ BDC =～

OGCD は GC = GD の = 等辺三角形 なので
、

店角 が 等 しから
∠ GDC = LGCD

: LGCD =

Xmmn



以上 より O FED は

底角 が 等 しいので
** FE = FD の =等辺さ*4

三角形 である 。よって

^ 3 EE = FD = 1 cm

*～41 また ,
□ GDC CO FED

は 2組 の 角 がそれぞれ
等 しいので

OGDCS O FED

対応 する辺 の 比 は 等 しいから
GD : FE = CD :DEMS4

∴ . 4 DE = 3 ⇒ DE = 3cm

したがって

GE = GD - DE

= 4 - 年
=早政


